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第１回
 

２１世紀初頭の歴史認識論争

未来を生きるため、過去の記憶とどうつきあうか



２００５年春：
 

韓国・中国主要都市の反日デモ

‡
左：http://blog.livedoor.jp/guangenche/
右：青木英明

http://www.pref.nagano.jp/syoukou/sinkou/chuzai/shanghai/sh0604.htm



２００５年春：
 

韓国・中国主要都市の反日デモ

争点：安保理事会常任理事国
 

尖閣沖のガス田

靖国参拝
 

歴史教科書

若者たち



‡ Copyright © 2008 by Tsuyoshi 
Hasegawa and Kazuhiko Togo



１．アイデンティティと記憶

・「なぜ、６０年以上前の過去を問題視するのか」

「なぜ、若者たちなのか」

「いっそのこと、歴史教育をやめたらよい」

・過去の記憶なしで生活やアイデンティティは成り立
つか？

家族・友人・同僚の顔を忘れたら？

映画
 

「博士の愛した数式」。。。

社会も、記憶喪失になると、成り立たない



• 社会は、その機能とアイデンティティの維持のため、
 どのように過去を記憶しているのか？

・いま生きている約束事（契約、法律。。。）

・始まりの時（誕生日、結婚記念日、建国の年。。）

直近
 

vs. 
 

遠い始源

・
 

記憶・忘却・抑圧

・都合の良いように記憶する

・都合の悪いことは忘れる
 

（２者関係では非対称）

・悲痛な体験は抑圧する



• 歴史（集合記憶）の政治利用

・秩序形成の物語

Washington, DC の記念堂

Jefferson, Lincoln, F.Rosevelt, etc.

神武神話・楠公伝説・国民史・明治神宮。。。

・外敵撃退の物語

アメリカの独立戦争

帝国日本の日露戦争

中国の抗日戦争



Lincoln Memorial

出典：http://en.wikipedia.org/wiki/File:He_saved_the_union.jpg

http://en.wikipedia.org/wiki/File:He_saved_the_union.jpg


Jefferson Memorial

出典：http://en.wikipedia.org/wiki/File:Jefferson_Memorial_with_Declaration_preamble.jpg

http://en.wikipedia.org/wiki/File:Jefferson_Memorial_with_Declaration_preamble.jpg


明治神宮

Copyright © National Land Image Information (Color Aerial Photographs), 
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism
Copyright © 国土画像情報（カラー空中写真）

 

国土交通省



• 歴史（集合記憶）の政治利用

・秩序形成の物語

Washington, DC の記念堂

Jefferson, Lincoln, F.Rosevelt, etc.

神武神話・楠公伝説・国民史・明治神宮。。。

・外敵撃退の物語

アメリカの独立戦争

帝国日本の日露戦争

中国の抗日戦争



２．東アジアの歴史認識問題

２００９年現在

高句麗・渤海をめぐる韓国・中国の歴史的領土紛争

・２００２－０７
 

中国社会科学院「東北工程」

http://chinaborderland.cass.cn

「中原王朝の一地方政権」

・2004年
 

韓国抗議
 

外交的妥協

「中国による高句麗史横取り工作」

http://japanese.historyfoundation.or.kr

・韓国歴史ドラマ
 

『大王四神紀』。。。

http://chinaborderland.cass.cn/
http://japanese.historyfoundation.or.kr/


東北亜歴史財団‡



２０世紀前半に関する日本と韓国・中国の軋轢

A．前史

１）
 

忘却
１９４５年

 
日本帝国崩壊

日本人、列島へ「引き揚げ」
 

帝国忘却
韓国・朝鮮「光復」、南北分断

１９４９年
 

人民中国成立
１９５０年

 
朝鮮戦争

１９５１年
 

サンフランシスコ講和条約

眼前の問題、東西冷戦と国内建設に関心が集中



２）
 

国交回復

１９６５年
 

日韓基本条約

国交「再開」、韓国承認、「請求権資金」

朴正熈による開発独裁の強行

１９７２年
 

日中共同声明

戦争終結、中国承認、賠償請求権放棄
「日本軍国主義有罪・日本人民無罪」

強権指導＋政治的必要による過去の棚上げ



３）
 

日本国内の記憶論争

１９６５年
 

家永三郎、教科書裁判提訴

文部省
 

『新日本史』を不合格・条件付合格

検定は「検閲」で違憲と（９３年敗訴）

冷戦の国内版：「右翼」vs. 「左翼」

資本主義・親米 vs. 社会主義・反米

（保守、戦争勢力）（進歩、平和勢力）

１９９７年
 

家永第三次訴訟、原告勝訴

歴史教科書以外に、靖国、慰安婦なども争点

「戦前」「帝国」をどう記憶するか？

「いま」と「戦前」「戦後」をどう関係づけ、評価するか？



Ｂ．近隣での記憶の蘇りと論争の国際化

１）
 

記憶論争の越境

・中国の世界戦略の変化

ソ連主敵論（69‐82）放棄
 

改革政策維持

１９８２年
 

「侵略」の「進出」への書換え強制？

宮沢談話
 

＋
 

検定基準改定

「近隣条項」
 

検定手続きの透明化

１９８５年
 

40周年
 

抗日戦争
 

中曽根靖国参拝

１９８６年
 

『新編日本史』再検定

中国
 

胡耀邦失脚（87年）
 

改革維持

日本
 

政治大国
 

vs. 
 

民族の誇り



‡ 左：講談社
右：文藝春秋



２）
 

梅雨空の日本と自尊心

１９９０年
 

湾岸戦争援助の屈辱

１９９１年
 

バブル崩壊と長期不況開始

１９９３年
 

従軍慰安婦記述（高校
 

９６年中学）

１９９５年
 

村山首相談話（戦後５０年）

自民党議員『大東亜戦争の総括』出版

１９９７年
 

「新しい歴史教科書をつくる会」結成

草の根市民運動



３）隣国における記憶の蘇りと対日政策

・中国

１９８５年
 

南京大虐殺記念館開館

楊大慶氏の証言

１９９４年
 

江沢民主席による争点化

「社会主義市場経済」における

中国共産党の正統性

反日教育・宣伝

２００３年
 

胡錦涛政権、対日融和へ



Daqing Yang

‡ Daqing Yang



３）隣国における記憶の蘇りと対日政策

・中国

１９８５年
 

南京大虐殺記念館開館

楊大慶氏の証言

１９９４年
 

江沢民主席による争点化

「社会主義市場経済」における

中国共産党の正統性

反日教育・宣伝

２００３年
 

胡錦涛政権、対日融和へ



・韓国

従軍慰安婦問題の登場

１９９０年
 

韓国挺身隊問題対策協議会発足

１９９１年
 

元慰安婦が日本政府を提訴

１９９３年
 

日本政府、河野談話

１９９５年
 

アジア女性基金発足

金大中大統領（９８－０３）

「過去の清算」
 

日本文化開放政策

・1998年の対照
 

金大中・江沢民訪日



４）
 

２００１年論争

２０００年
 

検定期間に申請本が漏洩

国内・近隣に流布、「つくる会」本を論議

２００１年４月３日
 

検定発表、採択過程開始

「つくる会」本、１３７カ所修正後、合格

政府見解：政府の歴史解釈と教科書は別

・韓国政府
 

再修正要求

５月８日
 

修正要求一覧表（他社へも要求）

・中国も１７日に（「つくる会」本のみ）

むしろ小泉新首相の靖国参拝方針に関心



‡ 扶桑社



６月１日
 

地方で教科書展示会開始

５日
 

つくる会、市販本発売

・日教組、労働団体など、教育委員会に要望書

・つくる会、地方議会に教員関与排除を要望

２１日
 

２１学会、「つくる会」本の誤りを公表

７月２日
 

岩波書店、批判本を刊行

同日、文科省、韓中へ回答。与党３幹事長、訪中韓。

江沢民は応接、金大中は拒否

・民間交流事業中止相次ぐ

下旬
 

採択大勢判明（結局 0.04%）
 

韓国政府軟化

３０日
 

小泉自民党、参院選で大勝

８月１３日
 

小泉首相、前倒し靖国参拝



５）
 

記憶の国際的すり合わせ

・政府レヴェルの共同研究

日韓歴史共同研究委員会

第一期（２００２－０５）
 

研究報告書刊行

第二期（２００7－）

http://www.jkcf.or.jp/history/#history

日中
 

２００７－

http://www.jkcf.or.jp/history/#history


・民間レヴェルの共同研究

『植民地近代の視座』岩波書店、２００４年

『未来をひらく歴史』高文研、２００５年

『国境を越える歴史認識』東大出版会、２００６年

『日韓交流の歴史』明石書店、２００７年



‡ 岩波書店



‡ 高文研



‡ 東京大学出版会



・歴史記憶の国際的共有

・必要の有無
 

「当然の権利」vs. 「内政干渉」

日本だけを問題化するのは適切か

「国民史」一般の問題性

・
 

bi‐lateral  
 

multi‐lateral
・

 
第三者の関与・関心、比較

模範としてのEU？ 独・ポーランド 独仏

日独比較？
 

ホロコースト＋侵略戦争

アメリカ
 
UCSB    

 
Stanford project
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